Ⅰ． 履　歴　書
	履　　　　　　　　歴　　　　　　　　書
	写真添付
（1年以内）

	ﾌ　 ﾘ　 ｶﾞ  ﾅ
氏　　　　　名
	

	
	

	生年月日
（年齢）
	西暦　　　年　　月　　日（満　　才）
	国　　籍
	
	
	

	電話番号
	
	e-mail
	
	
	

	現　　住　　所
	〒


	

	学　　　　　　　　　　　歴

	年　　　月
	事　　　　　　　　　　　　項

	
2002年　3月
2002年　4月
2006年　3月
2006年　4月
2008年　3月


2008年　3月
2012年　3月
	【記入例】高校卒業以降から記入すること。
　○○高等学校〇〇科卒業
　○○大学○○学部○○学科入学
○○大学○○学部○○学科卒業
　○○大学大学院○○研究科○○専攻修士課程入学
　○○大学大学院○○研究科○○専攻修士課程修了

（学位、論文名）
修士（学術）・○○大学、○○○○に関する研究
博士（文学）・○○大学、○○○○に関する研究

	職　　　　　　　　　　 歴

	年　　　月
	事　　　　　　　　　　　　項

	
2008年 4月
2012年 4月
2015年10月
2018年4月

	【記入例】
　○○株式会社入社
　○○大学○○学部助手
　○○大学○○学部講師
　○○大学○○学部准教授（現在に至る）


	学会及び社会における活動等

	年　　　月
	事　　　　　　　　　　　　項

	
	



	資　　格 ・ 免　　許

	
	



	賞　　　　　　　 　　　罰

	年　　　月
	事　　　　　　　　　　　　項

	
2011年 6月
	【記入例】
○○学会論文奨励賞受賞



	

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上記のとおり相違ありません。
　西暦　　　　年　　月　　日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　　名　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（自署）



[bookmark: _Hlk237853662]Ⅱ．教　育　研　究　業　績
注意事項（共通）
・西暦により記載すること。
・リストで記載する場合には、新しいもの（最近のもの）から順に記載すること。
・査読論文については番号を○で囲むこと。
・必要に応じて行を追加して記載すること。








１．研究論文（学術雑誌掲載のもの）
	番号
	題　　　　　　　目
	掲載誌　巻・号・頁
	発表年月
	著者名
	記載
言語

	
	
	
	
	
	

	
	Self-addressed utterances in Kanazawa Dialect 
【表の１セルに１件記載する。
セルとセルの間は空白行を入れる】

	Journal of Pragmatics, ○○, pp.○-○
	2025.11
	Kanazawa T.
Ishikawa J.*
	英文

	2
	金沢方言の多様な終助詞
【表の１セルに１件記載する。
セルとセルの間は空白行を入れる】

	言語文化(〇〇大学紀要), ○○, pp.○-○
	2009.8
	金沢太郎*,
小松二郎
	和文

	3
	・・・




	

	
	
	

	
	


	

	
	
	

	
	

	
	
	
	


（注）	※　著者名は，本人を含めて発表時の順で記入し，本人にはアンダーラインを付けること。
※　責任著者に＊（ｱｽﾀﾘｽｸ）を付けること。

２．研究論文（国際会議のプロシーディング）
	番号
	発　表　論　文　題　目
（国際会議名､開催地等）
	掲載誌　巻・号・頁
	発表年月
	著者名

	
	
	
	
	
Kanazawa T.
Ishikawa J. *

	
	Self-addressed utterances in Kanazawa Dialect
(ICLC-8, Lisbon, Portugal)
【表の１セルに１件記載する。
セルとセルの間は空白行を入れる】

	Proceedings of 8th ….
	2025.6
	

	2
	・・・



	
	
	

	3
	


	
	
	

	
	
	
	
	


（注）	※　責任著者に＊（ｱｽﾀﾘｽｸ）を付けること。
※　学会等の省略形は，欄外にフルネームを付記すること。
	


３．学会等での研究講演及び発表
３．１　国際会議等の基調講演・招待講演
	番号
	演　　　　　　　　題
（国際会議名､開催地等）
	発表年月
	著者名・発表者名
(発表者名に＊印)

	
	
	
	

	1
	A Functional Approach to Evidentiality
(IPrA 2010, Workshop, Linz, Austria)
【表の１セルに１件記載する。
セルとセルの間は空白行を入れる】

	2010.2
	Kanazawa T.,
Ishikawa J.*

	2
	



	
	

	3
	



	
	

	
	
	
	


（注）	※　研究論文（国際会議のプロシーディング）との重複可。

３．２ 　国内外の学会での研究発表
	番号
	演　　　　　　　　題
（会議名､開催地等）
	発表年月
	著者名・発表者名
(発表者名に＊印)

	
	
	
	

	1
	Revisiting Evidentiality
(ICLC 2010, Workshop, Linz, Austria) 　　[Poster]
【表の１セルに１件記載する。
セルとセルの間は空白行を入れる】

	2010.8
	Kanazawa T.,
Ishikawa J.*

	2
	



	
	

	3
	



	
	

	
	
	
	


（注）	※　口頭発表とポスター発表の別を明記すること。

４．著書，編書，翻訳
	番号
	書　　　　　　　　　名
	発　行　所
	発行年月
	著者名

	
1
	
○○言語学大辞典
【表の１セルに１件記載する。
セルとセルの間は空白行を入れる】

	
○○書店，(基礎編3.2節，
応用編3.5節分担)
	
2010.4
	
金沢　太郎
外○名

	2
	



	
	
	

	3
	

	
	
	

	
	
	
	
	


（注）	※　分担がはっきりしている場合には，その箇所を記すこと。
※　共著者が多い場合には，○○○○外○名と記入してよい。

５．報告書，解説，資料，展望，総説など
	番号
	種 別
	題　　　　　　　　　目
	掲載誌　巻・号・頁
	発表年月
	著者名

	
	
	
	
	
	

	1
	


	

【表の１セルに１件記載する。セルとセルの間は空白行を入れる】

	
	
	

	2
	


	
	
	
	

	3
	


	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


（注）	※　科学研究費や受託研究の成果報告書については，補助金の種類と交付期間を記入すること。

６．科研費等の外部競争的資金の獲得状況
	番号
	外部資金名称・種目
研究課題名称・代表/分担
	研究期間(年度)
	配分総額
	
備　　　考

	
	
	
	
	
分担研究者：小松太郎（〇〇大学）

	1
	基盤(C)「○○○」(代表)


【表の１セルに１件記載する。セルとセルの間は空白行を入れる】

	2021-2024
	4,550千円
	

	2
	



	
	
	

	3
	



	
	
	

	
	
	
	
	


（注）※代表の場合は，交付額の総額（予定額を含む。）も記載すること。分担の場合は代表者を備考欄に記載すること。

７．その他の特記すべき研究成果
	








８．教育に関する実績
　８．１　開発教材及びプロジェクト等
	番号
	名　　　　　　　　　称
	発　行　所
	年　月
	備　　　考

	
1
	
○○大学LMS教材
「アカデミックリテラシーの第一歩」
【表の１セルに１件記載する。
セルとセルの間は空白行を入れる】

	
○○大学
	
2022.4
	
金沢　太郎
外○名

	2
	


	
	
	

	3
	

	
	
	

	
	
	
	
	


（注）	※　分担がはっきりしている場合には，その箇所を記すこと。
※　共著者が多い場合には，○○○○外○名と記入してよい。

　８．２　担当したことのある授業科目
	番号
	名　　　　　　　　　称
	教　育　機　関　名
	年　月
	備　　　考

	
1
	
英語学基礎
【表の１セルに１件記載する。
セルとセルの間は空白行を入れる】

	
○○大学
	
2022.4-2024.3
	
教職必修科目

	2
	



	
	
	

	3
	



	
	
	

	
	
	
	
	




９．その他の特記すべ教育成果
	










- 13 -

